
本
願
寺
　

尾
崎
別
院

尾
崎
別
院
の
い
ま

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
11
月
26
日
逮
夜
か

ら
28
日
日
中
ま
で
、
尾
崎
別
院
（
阪
南
市
）
に

お
い
て
報
恩
講
法
要
が
修
行
さ
れ
た
。

取
材
日
の
27
日
は
、
暖
か
な
日
差
し
が
境
内

の
イ
チ
ョ
ウ
を
金
色
に
彩
る
小
春
日
和
の
一
日

と
な
っ
た
。

境
内
に
集
う
参
拝
者
は
、
皆
な
ご
や
か
に
声

を
か
け
合
う
。
報
恩
講
を
前
に
、
境
内
の
掃
除

や
お
磨
き
、
幕
張
な
ど
、
総
代
や
世
話
人
、
婦

人
会
の
方
た
ち
が
何
日
も
か
け
準
備
を
担
っ
て

き
た
。
別
院
を
縁
と
し
た
日
々
の
親
交
の
雰
囲

気
が
境
内
を
温
か
く
包
ん
で
い
る
。

10
時
か
ら
の
日
中
法
要
で
は
奉
讃
大
師
作
法

（
第
１
種
）
が
勤
め
ら
れ
た
。
法
話
は
奈
良
教
区

の
布
教
使
、
日
髙
法
輝
師
が
担
当
し
、『
教
行
信

本
願
寺
　

尾
崎
別
院

直
属
寺
院
紹
介 

㊴

浜
街
道
沿
い
の
一
草
堂
を
淵
源
と
し
、
准
如
上
人
の
こ
ろ
御

浜
街
道
沿
い
の
一
草
堂
を
淵
源
と
し
、
准
如
上
人
の
こ
ろ
御

坊
と
な
っ
た
尾
崎
別
院
。
元
禄
の
火
災
で
伽
藍
を
失
う
も
、

坊
と
な
っ
た
尾
崎
別
院
。
元
禄
の
火
災
で
伽
藍
を
失
う
も
、

無
事
再
建
を
果
た
し
、
そ
の
経
緯
か
ら
「
不
思
議
の
御
坊
」

無
事
再
建
を
果
た
し
、
そ
の
経
緯
か
ら
「
不
思
議
の
御
坊
」

と
呼
ば
れ
た
。

と
呼
ば
れ
た
。

浜
街
道
沿
い
の
一
草
堂
を
淵
源
と
し
、
准
如
上
人
の
こ
ろ
御

坊
と
な
っ
た
尾
崎
別
院
。
元
禄
の
火
災
で
伽
藍
を
失
う
も
、

無
事
再
建
を
果
た
し
、
そ
の
経
緯
か
ら
「
不
思
議
の
御
坊
」

と
呼
ば
れ
た
。

尾崎別院本堂

報恩講法要勤行のようす
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証
』
の
ご
文
を
と
り
あ
げ
、
親
鸞
聖
人
と
法
然

聖
人
の
出
遇
い
、
お
念
仏
の
み
教
え
の
肝
要
を

身
近
な
話
題
を
取
り
混
ぜ
て
説
き
、
参
拝
者
一

同
宗
祖
の
ご
遺
徳
を
偲
ぶ
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

日
中
法
要
後
に
は
対
面
所
で
お
斎
（
炊
き
込

み
ご
飯
、
の
っ
ぺ
い
汁
、
わ
ら
び
餅
）
が
参
拝
者

に
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
前
日
の
朝
か
ら
仏
教
婦
人

会
の
方
々
が
仕
込
み
し
た
の
っ
ぺ
い
汁
は
、
膳

所
の
昔
な
が
ら
の
か
ま
ど
で
炊
か
れ
た
も
の
。

大
根
も
人
参
も
里
芋
も
、
芯
ま
で
優
し
い
味
が

染
み
と
お
り
、
多
く
の
参
拝
者
が
楽
し
み
に
す

る
逸
品
。
別
院
の
雰
囲
気
と
あ
い
ま
っ
て
、
温

か
さ
が
心
に
染
み
る
。

こ
の
お
斎
接
待
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
一
時
中
断
し
て
い
た

も
の
を
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に
再
開
し

た
経
緯
が
あ
る
。

別
院
は
い
ま
、
尾
崎
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
11
月
に
は
対
面
所
「
鶴

の
間
」
の
鶴
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
尾
つ
る
ち
ゃ
ん
」
を
地
元
の
有
志
の
協

力
を
得
て
作
成
。「
お
て
ら
食
堂
」
の
復
活
や
、

子
ど
も
た
ち
の
集
え
る
場
所
を
提
供
す
る
「
て

ら
こ
やin

お
ざ
き
べ
つ
い
ん
」、
阪
南
市
と
連

携
し
て
の
「
ぼ
れ
ぼ
れ
夜
店
」
の
会
場
と
な
る

な
ど
、
地
域
住
民
と
と
も
に
進
め
る
取
り
組
み

に
次
々
と
参
画
し
、
皆
が
集
う
別
院
を
め
ざ
し

て
い
る
。

地
域
の
社
会
福
祉
に
も
積
極
的
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
本
堂
に
ス
ロ
ー
プ
や
段
差
の
低
い

階
段
を
設
置
す
る
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
拝
で

き
る
環
境
を
整
備
。「
尾
崎
別
院
だ
よ
り
」
の

年
３
回
の
発
行
に
加
え
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ

る
発
信
も
始
め
、
広
く
法
要
行
事
の
案
内
や

日
々
の
活
動
な
ど
を
随
時
発
信
し
て
い
る
。
こ

れ
が
功
を
奏
し
、
日
に
日
に
賑
わ
う
境
内
に
、

い
ま
や
宗
門
の
み
な
ら
ず
行
政
や
民
間
団
体
な

ど
の
期
待
を
も
集
め
る
地
域
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。尾

崎
別
院
の
沿
革

◉
不
思
議
の
御
坊

尾
崎
別
院
の
あ
る
大
阪
府
阪
南
市
尾
崎
町

歴史ある膳所でお斎の準備が着々と進む

昔ながらのおくどさんでの調理
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境内のイチョウは樹齢400年以上とも。
落雷で折れた今も本堂をしのぐほどの高さ

は
、
大
阪
か
ら
紀
州
に
抜
け
る
浜
街
道
（
孝
子

越
街
道
）
に
沿
っ
た
潮
風
薫
る
海
辺
の
町
だ
。

別
院
か
ら
ほ
ん
の
数
分
で
、
大
阪
湾
に
面
し
た

防
潮
壁
に
た
ど
り
着
く
。

「
こ
の
地
、
南
海
四
国
の
船
懸
り
に
し
て
、

賣あ
き

人び
と

都
会
の
地
な
り
」

１
７
９
６
（
寛
政
８
）
年
刊
行
の
『
和
泉
名

所
図
会
』
は
尾
崎
の
地
を
こ
う
記
し
た
。

各
地
の
船
が
停
泊
し
、
村
は
江
戸
時
代
を
通

じ
て
阪
南
市
域
最
大
の
戸
口
を
誇
っ
た
。
多
く

の
村
民
が
漁
船
を
持
ち
、
浜
で
は
魚
肥
と
な
る

干
鰯
が
多
く
つ
く
ら
れ
た
。

か
つ
て
漁
師
た
ち
は
、
尾
崎
別
院
の
樹
齢
400

年
と
も
い
わ
れ
る
イ
チ
ョ
ウ
の
木
を
、
海
上
か

ら
の
目
印
に
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。

尾
崎
別
院
は
、
織
豊
時
代
の
末
期
、
第
12
代

宗
主
准
如
上
人
の
こ
ろ
に
御
坊
と
し
て
成
立
し

た
。
商
業
と
漁
業
の
盛
ん
な
こ
の
地
の
中
心
に

あ
っ
て
、
人
び
と
に
「
不
思
議
の
御
坊
」
と
呼

ば
れ
て
き
た
。

近
代
に
入
る
と
、
大
阪
湾
沿
い
の
尾
崎
一
帯

は
風
光
明
媚
な
避
暑
地
と
し
て
人
気
を
集
め

た
。
明
治
期
に
作
成
さ
れ
、
大
正
期
に
か
け
て

大
流
行
し
た
「
鉄
道
唱
歌
」
の
第
５
集
は
、
南

海
鉄
道
沿
線
の
光
景
を
こ
の
よ
う
に
活
写
し
て

い
る
。北

口
い
で
て
走
り
ゆ
く　

南
海
線
の
道
す

が
ら　

窓
に
親
し
む
朝
風
の　

深ふ
け

日ひ

は

こ
ゝ
よ
夢
の
ま
に

尾
崎
に
立
て
る
本
願
寺　

樽
井
に
ち
か
き

躑つ
つ
じ躅

山　

や
ま
ず
来
て
見
ん

春
ふ
け
て　

花
う
つ
く
し
く
咲
く
頃
は

尾
崎
と
い
う
と
本
願
寺
が
そ
の
象
徴
と
も
さ

れ
た
。

◉
老
父
の
残
し
た
名
号　
　

明
治
・
大
正
期
の
小
説
家
、
田た

山や
ま

花か

袋た
い

も

淡た
ん
の

輪わ

付
近
の
賑
わ
い
を
記
し
た
一
文
の
な
か

で
、
こ
う
特
筆
す
る
。

尾
崎
（
駅
）
で
下
り
る
と
、
そ
こ
に
は
蓮

如
上
人
の
直
筆
に
成
つ
た
と
い
う
六
字
の

名
号
を
本
尊
と
し
た
西
本
願
寺
の
御
坊
が

あ
つ
た
。
俗
に
こ
れ
を
尾
崎
御
坊
と
言
っ

て
い
る
。

（『
京
阪
一
日
の
行
楽
』（「
淡
の
輪
の
海
岸
」）

准
如
上
人
を
開
基
と
す
る
尾
崎
御
坊
だ
が
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
第
８
代
宗
主
蓮
如
上
人
の
名
号

縁
の
寺
と
し
て
知
ら
れ
た
。
こ
れ
は
御
坊
の
前

身
で
あ
る
草
堂
に
ま
つ
わ
る
、
あ
る
伝
説
が
広

く
知
ら
れ
る
か
ら
だ
。

本
願
寺
御
門
跡
御
坊　

尾
崎
村
に
あ
り
。

初
め
は
こ
の
地
の
草
堂
に
し
て
、
あ
る
時

一
老
父
来
た
り
て
一
夜
を
明
か
す
。
翌
帰

る
に
逮お
よ

ん
で
、
負
ひ
来
り
し
笈お

い

を
こ
こ
に

残
す
。
そ
の
後
こ
れ
を
開
き
み
る
に
、
内
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1796（寛政８）年刊『和泉名所図会』に描かれた尾崎御坊。境内はほぼ当時の景観をとどめる
（国立国会図書館デジタルコレクションより）

に
蓮
如
上
人
染
筆
の
六
字
の
名
号
、
善
導

大
師
釈
文
の
一
軸
等
あ
り
。

	

（『
和
泉
名
所
図
会
』）

こ
こ
に
は
尾
崎
御
坊
の
淵
源
は
、
一
老
父
が

置
き
去
っ
た
笈
に
残
さ
れ
た
、
蓮
如
上
人
の
六

字
名
号
を
安
置
す
る
草
堂
で
あ
る
と
記
さ
れ
て

い
る
。

草
堂
の
名
は
「
善
徳
寺
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、

１
６
９
１
（
元
禄
４
）
年
の
「
日
根
郡
今
井
七

良
兵
衛
代
官
所
寺
社
帳
」
に
も
、「
西
本
願
寺

坊
、
留
守
居
」
と
し
て
「
善
徳
寺
演
智
」
の
名

が
み
え
る
。

実
に
各
地
の
真
宗
教
化
の
拠
点
は
、
蓮
如
上

人
の
こ
ろ
に
つ
く
ら
れ
は
じ
め
た
。
ま
ず
は
京

街
道
沿
い
に
、
次
い
で
紀
州
街
道
な
ど
の
交
通

の
要
衝
に
御
坊
が
建
立
さ
れ
は
じ
め
る
。

紀
州
街
道
沿
い
に
は
、
ま
ず
は
堺
に
、
続
い

て
天
文
年
間
以
降
、
助
松
御
坊
、
大
津
御
坊
、

貝
塚
御
坊
、
佐
野
御
坊
が
相
次
い
で
建
立
さ

れ
、
安
土
桃
山
時
代
の
末
に
な
っ
て
、
蓮
如
上

人
の
名
号
の
伝
説
を
持
つ
小
さ
な
草
堂
で
あ
っ

た
善
徳
寺
も
ま
た
、
御
坊
へ
と
転
じ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

直属寺院紹介
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で
、
伊
賀
守
を
名
乗
っ
た
の
は
、
桑
山
元
晴（
１

５
６
３
～
１
６
２
０
）だ（「
寛
永
重
修
諸
家
譜
」）。

元
晴
は
、
豊
臣
秀
長
の
も
と
で
和
歌
山
城
代

を
つ
と
め
た
桑
山
修
理
大
夫
重
晴
の
二
男
で
、

１
５
６
３
（
永
禄
６
）
年
に
尾
張
国
に
生
ま
れ

た
。
は
じ
め
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て
文
禄
・
慶
長

の
役
に
参
戦
し
、
１
６
０
０
（
慶
長
５
）
年
の

関
ケ
原
の
戦
い
で
は
徳
川
家
康
方
と
し
て
戦
功

を
あ
げ
て
い
る
（「
台
徳
院
殿
御
実
紀
」
ほ
か
）。

真
宗
の
門
徒
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か

し
、
桑
山
元
晴
と
本
願
寺
の
縁
は
、
こ
の
尾
崎

御
坊
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

現
在
の
奈
良
県
御
所
市
に
あ
た
る
、
和

州
御ご

所せ

藩
に
あ
っ
た
「
御
所
御
坊
」
も
ま

た
、
天
正
年
中
に
顕
如
上
人
が
領
主
桑
山

伊
賀
守
の
寺
地
寄
進
を
受
け
て
御
堂
を

建
立
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
（「
本
願
寺

家
系
」）。

御
所
御
坊
は
桑
山
氏
の
一
門
が
住
持

し
、
一
帯
は
寺
内
町
を
形
成
し
た
。
真
宗

寺
院
を
中
心
と
し
た
町
場
形
成
は
、
豊
臣

系
大
名
の
特
徴
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
御
所
御
坊
に
続
き
、
尾
崎
御
坊
も

ま
た
、
元
晴
の
も
と
建
立
さ
れ
た
。
建
立
の
年

で
あ
る
慶
長
３
年
は
、
秀
吉
が
逝
去
し
、
続
く

徳
川
の
世
を
目
睫
と
し
た
時
代
の
転
換
期
に
あ

た
る
。

「
光
隆
寺
知
空
師
追
日
記
」
に
は
、
三
十
間

余
り
の
境
内
に
、
九
間
四
面
の
堂
が
建
立
さ
れ

た
と
書
い
て
い
る
。
普
請
に
あ
た
っ
た
石
田
次

郎
左
衛
門
は
、
同
書
で
は
桑
山
伊
賀
守
の
家
老

と
さ
れ
る
が
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。

御
坊
は
教
化
の
拠
点
と
さ
れ
、
歴
代
宗
主
も

た
び
た
び
下
向
さ
れ
た
。
第
14
代
宗
主
寂
如
上

◉
御
坊
と
し
て
の
成
立

善
徳
寺
が
御
坊
と
な
っ
た
の
は
、
１
５
９
８

（
慶
長
３
）
年
で
、
准
如
上
人
の
こ
ろ
だ
。『
和

泉
名
所
図
会
』
は
こ
の
い
き
さ
つ
を
次
の
よ
う

に
記
す
。

し
か
る
に
慶
長
三
年
、
願
主
桑
山
伊
賀
守

の
家
臣
石
田
次
郎
左
衛
門
と
い
ふ
も
の
、

真
宗
を
は
な
は
だ
帰
依
し
、
こ
の
地
に
新

た
に
十
間
余
の
御
堂
を
造
立
し
、
初
め
の

本
尊
を
移
し
、
本
願
寺
第
十
二
代
准
如
上

人
に
寄
附
せ
し
よ
り
、
本
願
寺
懸
所
と
な

り
、
今
、
尾
崎
御
坊
と
称
す
。

寺
は
桑
山
伊
賀
守
の
家
臣
で
門
徒
の
石
田
次

郎
左
衛
門
が
御
堂
を
建
立
し
、
准
如
上
人
に
寄

進
し
た
こ
と
で
御
坊
と
な
っ
た
。

前
身
で
あ
る
善
徳
寺
が
火
災
で
焼
失
し
、
こ

の
年
に
再
建
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
時
に
も
と
の

寺
地
を
拡
張
整
備
し
た
の
か
、
詳
細
は
わ
か
ら

な
い
。

◉
領
主　

桑
山
氏
と
尾
崎
御
坊　

准
如
上
人
に
御
坊
を
寄
進
し
た
石
田
次
郎
左

衛
門
の
主
君
で
あ
る
桑
山
氏
は
当
地
の
領
主

現在の鐘楼と梵鐘
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人
は
御
坊
の
洪
鐘
に
、
自
ら
銘
を
記
さ
れ
て
い

る
（「
光
隆
寺
知
空
師
追
日
記
」）。

◉
火
災
か
ら
の
再
建

―
「
不
思
議
の
御
坊
」
の
由
来
と
錢
高
組　

と
こ
ろ
が
１
７
０
０
（
元
禄
13
）
年
、
11
月

20
日
、
御
坊
は
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
。
伽
藍
や

法
宝
物
と
も
ど
も
焼
失
し
て
し
ま
う
と
い
う
大

き
な
火
災
だ
っ
た
（「
大
谷
本
願
寺
通
紀
」）。

「
光
隆
寺
知
空
師
追
日
記
」
に
よ
る
と
、
再

建
は
奉
行
所
よ
り
２
年
後
に
は
許
可
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
尾
崎
村
の
人
び
と
は
途
方

に
く
れ
た
。
当
地
は
実
は
、
浄
土
宗
の
教
勢
が

強
い
土
地
柄
。
門
徒
も
少
な
く
、
御
坊
再
建
は

不
可
能
な
こ
と
に
思
わ
れ
た
。

成
す
す
べ
な
く
、
４
年
の
歳
月
が
経
っ
た
。

そ
し
て
１
７
０
４（
宝
永
元
）年
、
嵐
の
翌
朝
。

尾
崎
の
浜
に
多
く
の
巨
木
を
積
ん
だ
船
が
漂
着

し
た
。
村
人
は
、
こ
れ
を
喜
び
、
こ
の
木
材
を

御
坊
再
建
の
用
材
に
あ
て
た
。
翌
年
、
念
願
の

本
堂
再
建
が
叶
う
。

こ
の
時
、
再
建
に
携
わ
っ
た
の
が
、
泉
州
尾

崎
村
で
代
々
宮
大
工
を
家
業
と
し
て
い
た
番
匠

屋
錢ぜ
に

高た
か

家
の
棟
梁
、
錢
高
林
右
衛
門
だ
。
現
代

に
続
く
錢
高
組
の
業
祖
で
あ
る
。

錢
高
組
は
、
こ
の
尾
崎
御
坊
の
落
慶
を
も
っ

て
、
１
７
０
５
（
宝
永
２
）
年
を
創
業
と
し
て

い
る
。
の
ち
に
、
社
祖
で
あ
り
、
尾
崎
村
の
名

誉
村
長
で
も
あ
る
錢
高
善
造
の
村
葬
も
、
１
９

３
２
（
昭
和
７
）
年
４
月
に
別
院
に
お
い
て
営

ま
れ
た
。
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
に
は
、
宝

永
の
再
建
上
棟
式
の
あ
っ
た
９
月
18
日
に
、
錢

高
組
創
業
320
周
年
記
念
法
要
が
別
院
に
お
い
て

修
行
さ
れ
る
な
ど
、
い
ま
で
も
そ
の
ご
縁
が
つ

な
が
っ
て
い
る
の
が
有
難
い
。

現
在
の
本
堂
な
ど
は
再
建
時
の
も
の
で
、
幾

度
か
の
修
復
を
経
て
い
る
も
の
の
、
後
世
の
改

修
は
ほ
ぼ
加
え
ら
れ
ず
、
地
元
の
宮
大
工
に
は

じ
ま
り
、
い
ま
や
国
内
外
に
多
数
の
事
務
所
を

構
え
る
錢
高
組
の
技
を
伝
え
て
い
る
。
精
巧
に

し
て
実
に
重
厚
な
つ
く
り
だ
。

こ
の
宝
永
の
再
建
に
あ
た
り
、
か
つ
て
紀
州

岡
崎
別
院
に
安
置
さ
れ
て
い
た
仏
像
を
請
う
て

本
尊
と
し
た
（「
大
谷
本
願
寺
通
紀
」）。

再
建
を
切
望
す
る
な
か
、
折
よ
く
巨
木
が
漂

着
し
、
実
現
し
た
こ
と
か
ら
、
人
び
と
は
い
つ

明如上人筆の本堂額と極彩色の組物の装飾 宝永２年再建時の棟札
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し
か
、
こ
の
御
坊
を
、「
不
思
議
の
御
坊
」
と

呼
ん
だ
。

◉
歴
史
の
な
か
の
別
院　

人
び
と
の
往
来
の
要
所
、
教
化
の
拠
点
た
る

御
坊
に
歴
代
宗
主
は
た
び
た
び
下
向
し
、
教
化

に
つ
と
め
ら
れ
た
。

１
７
２
０
（
享
保
５
）
年
に
寂
如
上
人
が
別

院
で
行
っ
た
帰
敬
式
で
は
、
実
に
628
人
が
受
式

し
た
と
い
い
、
そ
の
教
化
の
充
実
ぶ
り
が
う
か

が
え
る
（「
大
谷
本
願
寺
通
紀
」）。

第
19
代
宗
主
本
如
上
人
は
、
当
地
の
法
義
の

繁
昌
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
、
深
く
感
嘆
し

て
随
喜
さ
れ
た
と
あ
る
（『
真
宗
史
料
集
成
』
第

６
巻
所
収
「
本
如
集
」）。

ま
た
、
街
道
沿
い
に
あ
る
御
坊
に
は
、
多
く

の
人
が
逗
留
し
、
時
に
歴
史
的
な
出
来
事
の
舞

台
と
も
な
っ
た
。

１
８
０
５
（
文
化
２
）
年
２
月
15
日
に
は
、

幕
府
の
命
を
受
け
、
測
量
を
行
っ
て
い
た
伊
能

忠
敬
一
行
が
、
尾
崎
村
に
逗
留
、
御
坊
に
宿
泊

し
て
い
る
（『
泉
南
市
史
』）。

１
８
６
８
（
慶
応
４
）
年
１
月
の
鳥
羽
・
伏

見
の
戦
い
の
際
に
は
、
御
坊
に
陣
屋
が
設
け
ら

れ
、
混
乱
と
喧
騒
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。　

幕
軍
の
敗
走
兵
が
紀
州
街
道
を
南
下
し
、
そ

の
数
２
万
と
も
３
万
と
も
言
わ
れ
る
な
か
、
当

時
会
津
藩
領
だ
っ
た
尾
崎
近
辺
の
街
道
に
は
、

要
所
要
所
に
見
張
り
所
が
置
か
れ
た
。
尾
崎
御

坊
の
陣
屋
に
は
、
庄
屋
を
は
じ
め
毎
日
二
百
数

十
名
の
村
民
が
日
々
交
代
で
出
仕
し
た
と
い
う
。

「
昨
夜
樽
井
に
止
宿
し
た
桑
名
勢
700
人
が
尾

崎
御
坊
に
宿
を
借
り
に
来
る
」
等
の
誤
報
が
飛

び
交
い
、
御
坊
陣
屋
は
一
時
騒
然
と
し
た
と
の

記
録
が
あ
る
。（『
町
史
こ
ぼ
れ
話
』）

本
堂
を
は
じ
め
、
庫
裏
、
書
院
、
玄
関
、
茶

所
、
長
屋
に
土
蔵
、
鐘
楼
に
山
門
を
備
え
た
広

い
境
内
は
、
ま
た
、
当
地
の
象
徴
で
あ
る
と
と

も
に
、
時
代
時
代
に
公
共
的
な
用
に
も
応
え
て

き
た
。

明
治
初
期
に
は
、
境
内
に
鳥
取
郷
学
校
の
分

校
が
、
そ
の
後
、
泉
州
三
一
番
小
学
が
設
置
さ

重厚な彫刻が施された別院表門

お茶所を改修した寺務所前には
延享３年の茶釜・竈が残る
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れ
、
そ
の
後
整
備
さ
れ
た
小
学
校
へ
の
過
渡
的

な
役
割
を
果
た
し
た
。

◉
佐
世
保
移
転
を
回
避

開
基
で
あ
る
准
如
上
人
の
300
回
忌
法
要
予
修

の
た
め
、
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
に
修
復
を

す
ま
せ
（『
明
如
上
人
伝
』）、
そ
の
記
憶
も
新
し

い
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
10
月
の
こ
と
。

本
山
よ
り
あ
る
通
知
が
尾
崎
別
院
に
も
た
ら

さ
れ
た
。
九
州
佐
世
保
に
移
転
す
べ
き
旨
の
、

突
然
の
通
知
だ
っ
た
。
近
郷
に
浄
土
宗
が
多
い

と
い
う
実
情
を
受
け
、
護
持
に
難
あ
り
と
見
て

の
こ
と
だ
っ
た
。

時
に
別
院
報
恩
講
の
最
中
で
、
報
恩
講
の
世

話
係
だ
っ
た
樫
井
芳
松
は
憤
慨
し
、
参
拝
の
門

徒
た
ち
に
移
転
の
是
非
を
問
う
た
。

「
祖
先
以
来
、
幾
多
の
辛
苦
を
な
め
な
が
ら

護
持
し
た
別
院
を
移
転
す
る
の
は
申
し
訳
な

い
」衆

意
は
一
致
し
た
。

翌
年
、
本
山
は
松
井
謹
輔
、
上
総
政
五
郎
、

三
井
甚
平
の
３
人
を
呼
び
、
移
転
を
承
諾
す
る

よ
う
門
徒
へ
の
説
得
を
依
頼
し
た
。

そ
れ
で
も
門
徒
た
ち
の
意
志
は
翻
ら
な
い
。

崇
敬
区
域
の
門
徒
総
会
を
開
き
、
正
式
に
護
持

を
決
議
、
番
匠
谷
平
吉
、
亀
岡
平
三
郎
、
塩
野

久
七
郎
、
茂
野
熊
吉
を
勘
定
に
推
し
た
。

肝
煎
の
上
総
政
五
郎
、
三
井
甚
平
、
樫
井
芳

松
の
３
氏
と
協
力
し
、
風
雨
寒
暑
を
問
わ
ず
東

奔
西
走
、
離
散
し
た
門
徒
の
説
得
に
あ
た
る
こ

と
数
年
を
経
た
。

当
時
で
５
千
円
と
い
う
多
額
の
懇
志
が
集
め

ら
れ
、
こ
れ
を
も
っ
て
別
院
の
存
続
を
成
し
遂

げ
た
の
だ
。
彼
ら
は
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年

12
月
26
日
、
そ
の
功
績
を
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

危
機
に
際
し
、
護
持
は
わ
れ
ら
の
手
で
、
と

結
束
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
別
院
の
確
た
る

基
礎
と
な
っ
た
。

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
４
月
12
、
13
日
に

修
行
さ
れ
た
立
教
開
宗
記
念
慶
讃
法
要
に
は
、

帰
敬
式
が
本
堂
と
対
面
所
で
行
わ
れ
、
１
千
375

名
が
受
式
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
努

力
の
結
実
ぶ
り
が
偲
ば
れ
る
（『
教
海
一
瀾
』）。

◉
平
成
の
大
修
復

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
。
再
建
か
ら
年
月

直属寺院紹介

対面所でお斎をかこむ（2025年11月27日）

を
経
て
、
尾
崎
別
院
の
伽
藍
の
老
朽
化
の
状
況

は
惨
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。

院
内
建
物
は
荒
廃
の
限
り
を
つ
く
し
、
５
年

も
６
年
も
雨
は
漏
り
放
題
、
ま
る
で
崩
れ
落
ち

る
の
を
待
つ
か
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た

と
い
う
。
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本願寺尾崎別院
大阪府阪南市尾崎町２丁目８番19号

電話 072-472-4128

◎南海電鉄
　尾崎駅から徒歩で約３分

●報恩講
　11月26日～ 28日

対面所の鶴の襖絵と
別院のキャラクター「尾つるちゃん」

し
か
し
、
こ
の
時
も
、
困
難
の
な
か
、
別
院

の
修
復
を
志
す
人
び
と
が
現
れ
る
。

約
７
年
の
歳
月
と
総
工
費
３
億
５
千
万
円
を

か
け
た
平
成
の
大
修
復
に
よ
り
、
本
堂
の
屋

根
、
内
陣
、
山
門
、
庫
裏
が
修
復
さ
れ
た
。
宝

永
２
年
の
再
建
以
来
の
大
修
復
だ
っ
た
。

こ
の
大
修
復
を
経
て
、
別
院
は
「
い
ま
ど
こ

へ
足
を
運
ん
で
も
埃
一
つ
な
い
、
古
さ
は
古
い

ま
ま
に
歴
史
と
伝
統
の
趣
が
ず
っ
し
り
と
重
く

漂
っ
て
い
る
。
参
詣
・
来
院
の
人
々
の
足
音
は

絶
え
な
い
」（『
本
願
寺
新
報
』
昭
和
63
年
10
月
１

日
）
と
こ
ろ
と
な
り
、
再
び
活
気
を
取
り
戻
し

た
の
だ
。

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
４
月
25
日
に
は
、
ご

門
主
ご
親
修
に
よ
る
「
平
成
大
修
復
落
成
慶
讃

法
要
」
を
修
行
し
た
。
前
日
の
つ
ど
い
と
合
わ

せ
て
１
千
600
人
が
参
拝
し
た
と
記
録
さ
れ
る
。

こ
の
時
も
、
別
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

厳
し
い
な
か
で
の
大
修
復
だ
っ
た
。
再
び
尾
崎

の
地
に
、
念
仏
へ
の
篤
い
思
い
が
結
集
し
た
こ

と
を
も
っ
て
、「
ま
こ
と
不
思
議
の
御
坊
」
だ
と
、

当
時
の
輪
番
は
そ
の
感
慨
を
記
し
て
い
る
。

元
禄
の
火
災
か
ら
の
再
建
と
い
い
、
佐
世
保

移
転
通
告
の
折
と
い
い
、
大
変
な
状
況
か
ら
再

び
教
化
の
拠
点
へ
。
い
く
ど
も
の
「
不
思
議
」

の
再
興
は
、
有
縁
の
人
び
と
の
結
束
の
結
果
生

ま
れ
、
ま
た
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
ん
だ
。

別
院
は
い
ま
、「
ヨ
ガ
教
室
」
や
、
地
元
の

若
者
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
町
お
こ

し
事
業
「
つ
ど
い
の
広
場
」
の
会
場
と
な
る
な

ど
、
新
た
な
ご
縁
の
場
を
提
供
し
、「
開
か
れ

た
お
寺
」「
居
場
所
に
な
れ
る
お
寺
」
と
し
て

地
域
と
共
に
歩
み
を
続
け
て
い
る
。
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